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毎
年
恒
例
の
消
防
ポ
ン
プ
操
法

大
会
が
、
九
月
二
十
六
日
（
土
）

の
県
央
地
区
大
会
を
皮
切
り
に
県

内
六
地
区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
大
会
か
ら
新
治
地
区
と
筑
波

地
区
が
統
合
さ
れ
、
県
南
北
部
地

区
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
昨
年

度
の
七
地
区
か
ら
協
会
支
部
と
同

様
に
六
地
区
の
大
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
年
度
は
、
来
年
度
の
全
国
大

会
の
本
県
出
場
順
番
が
「
ポ
ン
プ

車
の
部
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
各

地
区
の
「
ポ
ン
プ
車
の
部
」
優
勝

チ
ー
ム
に
よ
る
本
県
代
表
選
考
会

が
十
一
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
た

め
、
各
地
区
と
も
例
年
に
な
く
訓

練
に
励
ま
れ
、
ど
の
チ
ー
ム
が
優

勝
し
て
も
お
か
し
く
な
い
よ
う
な

操
法
演
技
で
し
た
。

　

各
チ
ー
ム
選
手
の
皆
さ
ん
、
大

築
、
相
互
間
の
緊
密
な
協
力
体
制

を
強
化
し
、
あ
わ
せ
て
県
民
の
防

災
に
対
す
る
理
解
と
防
災
意
識
の

高
揚
を
図
る
目
的
で
毎
年
実
施
さ

れ
、
地
元
や
近
隣
の
消
防
本
部
を

始
め
、
陸
上
・
航
空
自
衛
隊
、
気

象
台
、
警
察
機
関
、
日
本
赤
十
字

社
、
医
師
会
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
関

　

茨
城
県
と
下
妻
市
の
総
合
防
災

訓
練
が
八
月
二
十
九
日
（
土
）
下

妻
市
の
茨
城
県
県
西
流
域
下
水
道

事
務
所
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
九
月
一
日
の
防

災
の
日
を
前
に
災
害
時
に
お
け
る

迅
速
・
的
確
な
防
災
活
動
の
構

９月27日　県北地区大会

県防災ヘリによる負傷者救助訓練

警
戒
が
必
要
で
あ
る
。

　

茨
城
県
及
び
下
妻
市
は
災
害
対

策
本
部
を
設
置
し
、
被
災
者
の
救

助
に
あ
た
る
と
と
も
に
、
関
係
機

関
と
協
力
し
て
迅
速
・
的
確
な
応

急
対
策
を
実
施
す
る
。

《
重
点
項
目
》

＊
防
災
関
係
機
関
は
も
と
よ
り
、

地
域
住
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

事
業
所
等
の
参
加
を
得
て
、
相

互
に
連
携
し
た
実
践
的
な
訓
練

を
実
施
し
、
防
災
意
識
の
高
揚

及
び
防
災
行
動
力
の
向
上
を
図

る
。

＊
大
災
害
に
対
処
す
る
た
め
、
他

の
地
方
公
共
団
体
は
も
と
よ
り

関
係
機
関
等
と
の
緊
密
な
連
携

の
も
と
広
域
応
援
訓
練
を
実
施

し
、
迅
速
・
的
確
な
応
援
体
制

の
強
化
を
図
る
。

＊
防
災
関
係
機
関
が
所
有
す
る
航

空
機
、
車
両
、
資
機
材
等
の
特

性
と
機
動
力
を
活
か
し
た
訓
練

を
実
施
し
、
協
力
体
制
の
構
築

に
努
め
る
。

自衛隊による道路復旧訓練

妻
市
付
近
を
震
源
と
す
る
直
下
型

地
震
が
発
生
、
地
震
の
規
模
は
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
三
、
下
妻
市

で
の
震
度
は
六
強
を
観
測
し
た
。

こ
の
地
震
に
よ
り
市
内
の
各
所
で

家
屋
の
倒
壊
や
火
災
が
発
生
し
、

多
数
の
死
傷
者
が
出
た
。
ま
た
、

道
路
の
損
壊
に
よ
る
交
通
機
関
を

始
め
と
し
て
、
電
気
、
電
話
、
水

道
、
ガ
ス
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

に
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
。

　

今
後
も
強
い
余
震
が
起
こ
る
可

能
性
が
あ
り
、
引
き
続
き
厳
重
な

係
者
、
地
元
消
防
団
、
自
主
防
災

組
織
な
ど
九
十
四
機
関
、
約
三
千

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
災
害
想
定
と
訓
練
の
重

点
項
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
災
害
想
定
》

　

八
月
二
十
九
日
九
時
三
十
分
下

土砂埋没車両からの救出訓練

第60回茨城県消防ポンプ操法競技大会地区大会結果
平成21年10月18日

地区名 日　時 開催場所
出場
チー
ム数

出場
選手
数

優勝チーム 総得点
所要時間 構成市町村数

1線 2線 当番市町村

県　央 9/26㈯
9:00

茨城町長岡4068
茨城県立消防学校

8 48 笠間市（友部） 287.5 64 67 3市3町
水戸市3 15 小美玉市玉里 144.0 47 ―

県　北 9/27㈰
8:30

常陸大宮市辰ノ口下川原2074-20
おおみや消防広場

8 48 ひたちなか市 322.0 56 80 7市1町1村
常陸大宮市8 40 大子町 171.5 43 ―

鹿　行 10/18㈰
9:00

神栖市平泉123
公設鹿島卸売市場駐車場

5 30 潮来市 313.0 64 77 5市
神栖市5 25 行方市 161.0 50 ―

県　南
北　部

10/18㈰
9:00

つくば市
つくば市北部工業団地内緑地

11 66 つくばみらい市 352.0 53 68 5市
つくば市3 15 土浦市 153.0 51 ―

県　南
南　部

10/18㈰
9:00

守谷市百合ヶ丘2-2712-1
貯瓶場跡地

5 30 取手市 331.5 55 64 5市3町1村
守谷市8 40 守谷市 164.5 47 ―

県　西 10/18㈰
9:00

古河市下大野2528
中央運動公園イベント広場

14 84 常総市石下 335.5 48 64 7市3町
古河市― ― ― ― ― ―

計
51 306
27 135

注1　日時は、開会式の開始時刻を示す。　注2　上段：ポンプ車　下段：小型ポンプ

今年度、新たに整備されたつくば市のポンプ操法専用会場

大
会
の
成
績
に
つ
い
て
は
、
別
表

の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
本
県
代
表
選
考
会
の
記

事
は
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。

変
お
疲
れ

様
で
し

た
。ま
た
、

各
地
区
大

会
の
運
営

に
あ
た
ら

れ
た
当
番

市
町
村
関

係
者
の
皆

様
に
、
感

謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

各
地
区
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平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
二

日
、
第
十
九
回
全
国
女
性
消
防
操

法
大
会
が
横
浜
市
消
防
訓
練
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
日
本
消
防
協
会
が

主
催
す
る
も
の
で
、
隔
年
毎
（
男

子
・
女
子
交
互
）
に
全
国
四
十
七

都
道
府
県
の
女
性
消
防
隊
が
出
場

し
て
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
披

露
し
、
全
国
一
を
競
っ
て
い
る
も

の
で
す
。

　

今
大
会
か
ら
は
、
近
年
活
動
が

注
目
さ
れ
、
本
県
に
お
い
て
も

年
々
増
加
し
て
い
る
女
性
消
防
団

員
の
出
場
が
正
式
に
認
め
ら
れ
、

本
県
か
ら
は
、
常
陸
大
宮
市
女
性

消
防
団
が
出
場
し
、
訓
練
の
成
果

を
十
分
に
発
揮
し
た
見
事
な
操
法

を
披
露
し
ま
し
た
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
が
仕
事
や
家
事

を
こ
な
し
な
が
ら
、
長
く
厳
し
い

訓
練
に
励
ん
で
こ
ら
れ
た
こ
と
に

敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
選

手
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
職
場
や
ご

家
族
、
地
域
の
方
々
や
指
導
者
に

あ
た
ら
れ
た
市
当
局
の
皆
様
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
長
い
間
本
当
に
ご
苦

労
様
で
し
た
。

り
ま
し
た
。

　

近
年
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
数

が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

ア
メ
リ
カ
で
成
果
を
挙
げ
た
事
例

に
な
ら
い
、
平
成
十
六
年
六
月
に

消
防
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
新

築
住
宅
は
平
成
十
八
年
六
月
一
日

か
ら
、
既
存

住
宅
に
あ
っ

て
は
各
市
町

村
条
例
に
よ

り
、
平
成
二

十
三
年
六
月

ま
で
に
、
す

べ
て
の
住
宅

で
住
宅
用
火

災
警
報
器
の

設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

し
か
し
、

平
成
二
十
年

六
月
現
在
の

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
か
ら
年
末
年
始
に
か
け
、

消
防
の
行
事
も
ま
だ
続
き
ま
す

が
、
し
っ
か
り
と
休
養
を
と
り
、

も
う
ひ
と
頑
張
り
し
な
い
と
い
け

ま
せ
ん
ね
。　
　
　
　
　
　
（
な
）

代
町
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
た

県
西
支
部
の
研
修
会
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

　

研
修
会
に
は
、
県
西
支
部
管
内

の
消
防
団
、
消
防
本
部
か
ら
団
長

さ
ん
を
は
じ
め
、
消
防
長
、
消
防

団
幹
部
等
、
総
勢
百
名
を
超
え
る

参
加
者
が
あ
り
、
講
師
を
務
め
ら

れ
た
茨
城
西
南
地
方
広
域
市
町
村

研修会風景

住
宅
用
火
災
警
報
器

設
置
推
進
に
関
す
る

消
防
団
指
導
員
研
修
を
開
催

圏
事
務
組
合
消
防
本
部
・
藤
沼
予

防
課
長
の
講
義
を
熱
心
に
受
講
し

ま
し
た
。

　

参
加
者
の
中
に
は
女
性
消
防
団

員
の
姿
も
あ
り
、
住
宅
の
防
火
診

断
や
火
災
予
防
広
報
等
の
普
段
の

活
動
に
も
関
わ
る
話
を
聞
く
こ
と

が
出
来
た
研
修
で
は
な
か
っ
た
か

と
感
じ
ま
し
た
。

遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠

　

自
主
防
災
組
織
の
活
動
が
活
発

な
地
域
で
あ
り
、
消
防
団
と
の
連

携
に
よ
る
大
規
模
災
害
時
の
対
応

が
大
い
に
参
考
と
な
り
ま
し
た
。

　

長
崎
県
で
は
、
島
原
市
消
防
団

本
部
に
お
い
て
「
平
成
十
八
年
十

月
の
雲
仙
岳
山
林
火
災
に
お
け
る

被
害
状
況
と
消
防
団
の
活
動
状
況

に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
本
田
団

長
さ
ん
と
梶
山
消
防
主
任
か
ら
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
山
林
火
災
は
、
雲
仙
岳
が

火
山
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い

た
た
め
、
消
火
活
動
は
県
の
防
災

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
と
自
衛
隊
の
大
型

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
り
上
空
か
ら

　

今
年
度
の
理
事
研
修
会
は
、
十

月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
に
か
け

て
、
北
九
州
地
方
の
熊
本
県
と
長

崎
県
を
葉
梨
常
任
顧
問
は
じ
め
理

事
二
十
三
名
、
県
消
防
防
災
課
一

名
、
県
立
消
防
学
校
二
名
、
事
務

局
二
名
で
視
察
し
ま
し
た
。

　

熊
本
県
で
は
、
阿
蘇
広
域
行
政

事
務
組
合
消
防
本
部
に
お
い
て

「
平
成
十
七
年
七
月
の
熊
本
県
小

国
町
・
南
小
国
町
豪
雨
に
お
け
る

被
害
状
況
と
消
防
団
及
び
自
主
防

災
組
織
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
、
警
防
課
長
か
ら
配
布

さ
れ
た
資
料
や
画
像
に
よ
り
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

行
わ
れ
、
消
防
団
員
は
主
に
地
上

に
お
け
る
注
水
作
業
に
従
事
し
た

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
三
年
六
月
に
発
生

し
た
雲
仙
岳
の
大
規
模
火
砕
流
に

つ
い
て
も
説
明
を
受
け
、
こ
の
時

は
、
火
山
噴
火
の
警
戒
に
当
た
っ

て
い
た
消
防
団
員
十
二
名
を
含
む

四
十
三
名
が
犠
牲
に
な
ら
れ
た
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

そ
の
時
の
反
省
と
し
て
語
ら
れ

た
「
島
原
市
や
警
察
、
自
衛
隊
、

学
術
専
門
家
、
そ
れ
に
消
防
団
等

が
皆
で
情
報
を
共
有
し
、
そ
れ
に

基
づ
き
判
断
を
す
る
こ
と
が
犠
牲

者
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
に
な

編 

集 

後 

記

　
「
秋
の
日
は
釣
瓶
落
と
し
」
と

言
い
ま
す
が
、
日
暮
れ
の
時
間
も

ど
ん
ど
ん
速
く
な
り
、
朝
晩
は

め
っ
き
り
寒
く
な
り
ま
し
た
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

も
ま
だ
ま
だ
衰
え
を
見
せ
ず
、
季

節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
時

期
と
も
重
な
っ
て
、
体
調
管
理
が

大
変
で
す
が
、
皆
さ
ん
の
周
り
は

設
置
率
は
、
約
三
十
五
％
程
度
と

進
ん
で
い
な
い
た
め
、
消
防
庁
は

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
推
進

基
本
方
針
」
を
策
定
し
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
早
期
普
及
を
国
民

的
な
運
動
と
し
て
展
開
す
る
こ
と

に
な
り
、ま
ず
、基
本
方
針
に
基
づ

く
推
進
体
制
と
し
て
、
消
防
本
部

ま
た
は
消
防
署
単
位
に
関
係
団
体

に
よ
る
「
地
方
推
進
組
織
」
が
設

置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
を
受
け
て
日
本
消
防
協
会

で
は
、
こ
の
組
織
の
中
で
設
置
推

進
を
指
導
し
、
中
心
的
な
役
割
を

担
う
消
防
団
員
を
育
成
す
る
た
め

に
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
推

進
に
関
す
る
消
防
団
指
導
員
研
修

会
」
の
開
催
を
各
都
道
府
県
消
防

協
会
に
要
請
し
、
当
協
会
で
は
参

加
消
防
団
員
の
利
便
性
等
を
考
慮

し
て
、
県
内
六
支
部
で
研
修
会
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
、
六
月
か
ら

十
一
月
に
か
け
て
計
九
ケ
所
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
か
ら
八
月
五
日
に
八
千

ポンプ操法開始！

る
。」
と
い
う
言
葉
は
、
今
後
の

消
防
団
活
動
に
大
い
に
参
考
に
な

見
事
な
操
法
を
披
露

説明をする本田団長さん（島原市消防団本部）

阿蘇広域消防本部での研修

講義をする藤沼予防課長

平
成
二
十
一
年
度

理
事
研
修
会
を
実
施

　
　
　
　
　
　

（
北
九
州
地
方
）

平
成
二
十
一
年
度

理
事
研
修
会
を
実
施

　
　
　
　
　
　

（
北
九
州
地
方
）

第19回全国女性消防操法大会
「常陸大宮市女性消防団」が出場


